
失語症グループ訓練で盛り上がる描画課題 
 
対象：失語症（中等度～軽度） 
 
目的：①読み理解の向上 
   ②喚語の向上 
   ③描画によるコミュニケーション能力の向上 
   ④会話のやりとり（他者との関わり）を増やす 
 
手順：①各患者に、異なる単語カード（あるいは文レベルのカード）を配布。 
    （列：「あひる」、「リス」、「タバコを吸っている犬」etc） 
   ②その配布したカードの内容を理解し、絵を描く 
   ③「それでは○○画伯の絵です」といって黒板に提示する 
    （黒板に額を描き、その中に入れる） 
   ④グループに参加している患者に、その絵が何かを答えてもらう 
 
   ＊単なる描画課題ですが、動物名などを課題として提示すると、足が多     
    かったり、顔つきが人間になったりと、参加者の中でも笑いが絶えず、 
    大盛り上がりです。 
   ＊グループでやると、特に盛り上がります。 
   ＊絵の上手、下手は関係なし。STが「芸術作品をお見せしましょう」と   
    言いながら提示すると、患者同士の会話のやりとりもみられ、訓練が  
    盛り上がります。 
 

これは「リス」で
すが、顔は人の顔
に！さすが芸術
作品です。 

これは「あひる」。
なぜか、足が４本あ
り、大うけでした。 


